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補正予算

　
総
務
費

　

く
り
は
ら
交
流
プ
ラ
ザ
の
音

響
設
備
更
新
の
ほ
か
栗
原
市
誕

生
20
周
年
記
念
事
業
グ
ッ
ズ
な

ど
の
作
成
業
務
委
託
料
の
追
加

な
ど
。

�

５
億
７
９
９
０
万
円

　
民
生
費

　

設
置
型
組
み
立
て
式
給
水
タ

ン
ク
整
備
事
業
の
追
加
な
ど
。

�

１
億
３
９
０
万
円

　
衛
生
費

　

衛
星
を
活
用
し
た
漏
水
調
査

を
実
施
す
る
た
め
、
水
道
事
業

会
計
補
助
金
を
補
助
す
る
も
の
。

�

９
０
５
万
円

　
農
林
水
産
費

　

築
館
・
金
成
有
機
肥
料
セ
ン

タ
ー
の
施
設
整
備
事
業
の
ほ
か

肉
用
牛
経
営
緊
急
支
援
金
の
追

加
な
ど
。

�

２
億
８
２
０
０
万
円

　
商
工
費

　

細
倉
マ
イ
ン
パ
ー
ク
給
水
管

の
布
設
替
え
工
事
費
の
追
加
な

ど
。�

４
２
０
万
円

　
土
木
費

　

市
道
整
備
工
事
費
の
追
加
の

ほ
か
木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成

事
業
委
託
料
の
追
加
な
ど
。

�

２
億
５
５
０
０
万
円

　
消
防
費

　

防
火
水
槽
解
体
工
事
費
の
追

加
の
ほ
か
防
災
行
政
無
線
く
り

こ
ま
中
継
局
の
発
電
機
部
品
工

事
の
追
加
な
ど
。

�

２
５
３
０
万
円

　
教
育
費

　

栗
原
市
相
撲
場
改
修
工
事
費

の
追
加
の
ほ
か
、
図
書
館
情
報

シ
ス
テ
ム
機
器
更
新
事
業
の
追

加
な
ど
。　
　

９
１
９
０
万
円

　
災
害
復
旧
費

　

災
害
復
旧
に
伴
う
業
務
委
託

料
や
工
事
費
の
追
加
な
ど
。

�

３
億
１
９
１
０
万
円

「
栗
原
市
相
撲
場
」

　
　
　
　
改
修
工
事
に
3500
万
円

一般会計
１6 億７０３６万円を増額

　

３
人
家
族
で
課
税
所
得
額
２

０
７
万
円
の
場
合
、
40
万
５
２

０
０
円
の
国
保
税
だ
が
、
協
会

け
ん
ぽ
で
は
14
万
２
４
４
０
円

で
あ
る
。
税
収
不
足
を
、
所
得

が
減
少
し
た
国
保
加
入
者
に
求

め
る
の
で
は
な
く
、
令
和
５
年

度
末
で
70
億
円
あ
る
、
一
般
会

計
財
調
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ

を
求
め
る
。

　

加
入
者
の
皆
様
に
国
保
税
の

納
付
へ
の
理
解
を
得
る
た
め
に

も
税
負
担
の
不
公
平
感
が
生
じ

な
い
よ
う
未
納
額
を
ゼ
ロ
に
近

づ
け
る
努
力
を
当
局
に
お
願
い

す
る
。
決
算
審
査
は
計
算
に
間

違
い
が
な
い
か
、
収
入
支
出
は

適
法
で
あ
る
か
の
結
果
確
認
で

あ
り
、
適
切
に
執
行
さ
れ
て
い

る
と
認
め
賛
成
す
る
。

菅
原
　
勇
喜 

議
員

菅
原
　
麻
紀 

議
員

反
対

賛
成

　　　　　　　　　議員氏名

件　　名　　　　　　　　　

議
決
結
果

採　　　決　　　結　　　果

鹿
野
　
芳
幸

佐
藤
　
久
義

佐
々
木
嘉
郎

佐
藤
　
　
勇

三
塚
　
　
東

髙
橋
　
義
雄

小
野
　
久
一

菊
地
　
広
志

高
橋
　
勝
男

相
馬
　
勝
義

阿
部
　
貞
光

髙
橋
　
　
将

佐
藤
　
　
悟

佐
藤
　
文
男

佐
藤
　
千
昭

石
川
　
正
運

五
十
嵐
　
勇

菅
原
　
麻
紀

三
浦
　
善
浩

尾
形
　
勝
通

菅
原
　
勇
喜

濁
沼
　
一
孝

高
橋
　
　
渉

国民健康保険特別会計決算認定 可決 賛 賛 賛 反 賛 賛 反 反 賛 反 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 －

「賛成」・「反対」の一覧表

※「賛」⇒賛成した議員、「反」⇒反対した議員、「－」⇒議長のため表決に加わらない

討
　
論

国
保
特
別
会
計

決
算
「
認
定
」

令和５年度

補正予算

総
務
費

民
生
費

商
工
費

消
防
費

土
木
費

教
育
費

衛
生
費

農
林
水
産
費

災
害
復
旧
費

改修工事が始まる「栗原市相撲場」
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条例・財産取得・人事・請負契約

条例
４郵便局

住
民
票
な
ど
の
証
明

交
付
サ
ー
ビ
ス
廃
止

　（仮称）栗原インターチェンジ整備、築
館下宮野地区道路整備、市道辻前遠堀線（２
期）の道路整備に伴い、新たに市道３路線
が認定され、２路線が廃止されました。

市道路線の
「認定」・「廃止」

　

市
内
４
カ
所
（
沼
倉
、
文
字
、

金
田
、
秋
法
）
の
郵
便
局
に
お

い
て
実
施
し
て
き
た
住
民
票
の

写
し
な
ど
の
郵
便
局
窓
口
証
明

書
交
付
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い

て
、
利
用
者
数
が
年
々
減
少
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

郵
便
局
の
窓
口
で
取
得
さ
れ

て
い
る
証
明
書
の
ほ
と
ん
ど
は
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
で
取

得
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
郵
便
局
に
設
置
さ

れ
て
い
る
複
合
機
の
リ
ー
ス
期

間
の
満
了
に
合
わ
せ
て
、
郵
便

局
で
の
窓
口
証
明
書
交
付
サ
ー

ビ
ス
事
業
が
終
了
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
施
行
日
に
つ
い
て
は

令
和
６
年
12
月
28
日
に
な
り
ま

す
。

消
防
本
部
の
ポ
ン
プ
車
更
新

　

現
在
の
車
両
は
、
平
成
20
年

２
月
に
配
備
し
た
も
の
で
、
消

防
本
部
で
定
め
た
車
両
更
新
基

準
15
年
に
達
し
、
令
和
６
年
８

月
末
現
在
、
運
用
開
始
か
ら
16

年
６
カ
月
が
経
過
し
、
走
行
距

離
数
は
11
万
７
３
８
１
㌔
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

車
体
各
部
に
腐
食
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
更
新
す
る
も
の

で
す
。

　

金　

額　

６
４
３
６
万
円

　

次
の
３
件
の
工
事
つ
い
て
議

会
は
原
案
の
通
り
可
決
し
ま
し

た
。

工
事
名　

栗
原
市
立
若
柳
小
学

�

校
内
部
大
規
模
改
修
工
事

入　

札　

一
般
競
争
入
札

金　

額　

４
億
２
０
２
０
万
円

相　

手　

野
口
建
設
株
式
会
社

工
事
名　

栗
原
市
立
若
柳
小
学

�

校
外
部
大
規
模
改
修
工
事

入　

札　

一
般
競
争
入
札

金　

額　

２
億
６
５
８
７
万
円

相　

手　

野
口
建
設
株
式
会
社

工
事
名　

旧
大
岡
小
学
校
等

　
　
　
　

解
体
工
事

入　

札　

一
般
競
争
入
札

金　

額　

１
億
７
１
０
５
万
円

相　

手　

野
口
建
設
株
式
会
社

財
産
の
取
得

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
が
令
和
６
年
12

月
31
日
で
満
了
に
な
り
ま
す
。
議
会
は
、

候
補
者
推
薦
の
同
意
を
求
め
ら
れ
、
同
意

し
ま
し
た
。
任
期
は
法
務
大
臣
の
委
嘱
を

受
け
た
日
か
ら
３
年
間
で
す
。�（
敬
称
略
）

　

鈴す
ず　

木き　
　
　

俊た
か
し　
（
鶯　

沢
）
再

　

長は

谷せ

川が
わ　

と
し
子こ　
（
志
波
姫
）
再

　

野の　

澤ざ
わ　

恵え　

美み　
（
一　

迫
）
新

　

佐さ　

藤と
う　

喜き

久く

男お　
（
志
波
姫
）
新

　

伊い　

藤と
う　
　
　

俊し
ゅ
ん　
（
花　

山
）
新

請
負
契
約

郵便局に掲示されているポスター

更新予定のポンプ車（イメージ）

人 権 擁 護 委 員 の
５ 人 推 薦 に 同 意

人
事
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三
重
県
津
市
で
は
、
救
急
出

動
件
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
、「
機
動
的
救
急
隊
（
ＭモＯ

Ａア

」
と
「
事
業
所
機
能
別
団
員

（
Ｆフ

ァ

ム
Ａ
Ｍ
）」
を
導
入
し
て
い
ま

す
。

　

Ｍ
Ｏ
Ａ
は
、
救
急
車
が
不
在

の
と
き
、
そ
の
地
域
を
補
完
す

る
た
め
、
３
人
の
隊
員
と
予
備

車
両
１
台
を
専
用
と
し
て
８
か

月
間
で
１
１
６
件
出
動
、
最
大

で
10
分
の
短
縮
効
果
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
Ｆ
Ａ
Ｍ
は
、
協

力
事
業
所
の
勤
務
時
間
内
に
発

生
し
た
近
隣
の
傷
病
者
の
手
当

や
火
災
発
生
時
の
後
方
支
援
な

ど
を
行
い
ま
す
。
現
在
は
、
郵

便
局
職
員
12
人
が
入
団
し
て
い

ま
す
。

調
査
の
結
果

　

本
市
で
も
、
住
民
の
力
を
柔

軟
に
活
用
し
、
救
急
体
制
の
さ

ら
な
る
強
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
、
住
民
の
安
全
を

確
保
す
る
よ
う
望
み
ま
す
。

長

寿

命

化

で

コ

ス

ト

削

減

　

長
野
県
長
野
市
で
は
、
市
が

所
有
す
る
１
３
５
４
の
公
共
施

設
の
延
べ
床
面
積
を
20
％
減
ら

す
計
画
で
令
和
４
年
度
末
ま
で

38
施
設
の
解
体
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
施
設
の
長
寿
命
化

を
目
指
し
、
年
間
コ
ス
ト
の
軽

減
を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

は
、「
長
野
市
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
」

の
発
行
を
通
じ
て
、
市
民
へ
の

公
共
施
設
に
対
す
る
理
解
と
協

力
を
得
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

調
査
の
結
果

　

本
市
で
も
、
管
理
方
法
の
見

直
し
や
経
費
削
減
を
進
め
な
が

ら
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

を
目
指
し
て
計
画
的
に
管
理
す

る
よ
う
望
み
ま
す
。

　

北
海
道
苫
小
牧
市
で
は
、
２

０
２
１
年
８
月
に
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
」
宣
言
を
行
い
、

２
０
３
０
年
お
よ
び
２
０
５
０

年
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

大
手
企
業
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
市
は
民
間
企
業

と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
参
加
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
展
開
さ
れ
、
市
民

が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
に
積
極

的
に
貢
献
し
て
い
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

本
市
で
も
今
年
２
月
に
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を

し
ま
し
た
。

　

先
進
事
例
な
ど
を
参
考
に
、

本
市
の
特
性
に
合
っ
た
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
戦
略
を
策
定
し
、
市

民
や
地
元
企
業
な
ど
と
の
連
携

を
強
化
し
、
一
層
意
識
を
高
め

る
よ
う
努
め
る
べ
き
で
す
。

「
ぽ
こ　

あ　

ぽ
こ
」
市
営

の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

北
海
道
江
別
市
の
「
ぽ
こ　

あ　

ぽ
こ
」
は
地
域
子
育
て
支

援
拠
点
事
業
の
一
環
と
し
て
、

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
江
別
の
２
階
に

設
置
さ
れ
て
お
り
、
利
用
は
無

料
で
会
員
登
録
制
で
す
。
商
業

施
設
内
の
た
め
、
ほ
ぼ
年
中
無

休
で
開
館
し
、
天
候
に
か
か
わ

ら
ず
利
用
可
能
で
、
多
く
の
親

子
連
れ
が
連
日
訪
れ
て
い
ま
す
。

調
査
の
結
果

　

本
市
に
お
い
て
も
、
既
存
の

取
組
み
に
固
執
せ
ず
、
商
業
施

設
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
や
シ
ャ
ッ

タ
ー
商
店
街
を
活
用
す
る
な
ど
、

新
た
な
子
育
て
支
援
の
視
点
を

取
り
入
れ
る
こ
と
も
検
討
に
値

す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
時
間

や
空
間
を
効
果
的
に
組
み
合
わ

せ
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
の
充
実

に
努
め
る
べ
き
で
す
。

先進地に学ぶ先進地に学ぶ

三豊市・美咲町

総務 津市・長野市

広報

苫小牧市・江別市
え べつ しし

あり だ し い ず し

し

み とよ し み さきちょう

ながつ し の

ことま まい

文教民生

有田市・伊豆市産業建設

調
査
の
結
果

調
査
の
結
果

調
査
の
結
果

調
査
の
結
果

視察報告

Ｍ
Ｏ
Ａ
導
入
へ
の
検
討
を

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」

宣
言
に
学
ぶ

総  務

文教民生

7/31 ～ 8/2

7/30～8/1

市民参加型のゼロカーボンを調査

気になる住民の安全確保策
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所管事務調査

　

市
内
の
救
急
業
務
体
制
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

市
内
の
救
急
出
場
件
数
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
令
和
５

年
度
で
は
過
去
最
多
の
３
９
０

６
件
に
達
し
ま
し
た
。
こ
の
増

加
の
主
な
理
由
は
、
高
齢
者
の

救
急
搬
送
の
増
加
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

救
急
出
場
件
数
が
増
加
す
る

中
で
、
１
１
９
番
通
報
が
あ
っ

て
か
ら
現
場
に
到
着
す
る
平
均

時
間
は
令
和
５
年
度
で
11
分
39

　

市
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

市
で
は
令
和
６
年
２
月
９
日

に
、「
栗
原
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
」
を
表
明
し
ま
し

た
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
と
は
二
酸

化
炭
素
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
と

い
う
意
味
で
す
が
、
二
酸
化
炭

素
を
全
く
排
出
し
な
い
と
い
う

意
味
で
は
な
く
、
森
林
が
持
つ

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
力
な

ど
も
加
味
し
、
排
出
と
吸
収
の

秒
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
到

着
時
間
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
、

救
急
支
援
活
動
と
し
て
、
ポ
ン

プ
隊
が
救
急
支
援
と
し
て
駆
け

つ
け
る
「
Ｐ
Ａ
連
携
」
を
実
施

し
て
お
り
、
ポ
ン
プ
車
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
な
ど
の
応
急
処
置
機
器
を
積

載
し
、
救
急
救
命
士
の
資
格
を

有
す
る
者
が
乗
車
し
、
救
急
車

が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
応
急

処
置
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
数
に
つ
い

て
は
、
令
和
６
年
４
月
現
在
で

１
３
６
９
人
で
あ
り
、
５
年
前

と
比
較
し
て
１
８
６
人
減
少
し

て
い
ま
す
。
新
た
な
団
員
の
獲

得
に
向
け
た
施
策
と
し
て
、
今

年
度
か
ら
は
、
消
防
団
活
動
推

進
動
画
の
配
信
や
消
防
団
の
募

集
チ
ラ
シ
を
各
家
庭
に
配
布
す

る
な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
も

始
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
生
命
を
守

る
た
め
、
よ
り
迅
速
で
円
滑
な

救
急
支
援
体
制
の
強
化
と
、
火

災
・
災
害
時
の
消
火
・
救
急
活

動
な
ど
地
域
の
安
全
確
保
の
た

め
消
防
団
員
の
確
保
に
努
め
る

べ
き
で
す
。

足
し
引
き
で
実
質
的
に
ゼ
ロ
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

市
に
お
い
て
は
、
個
人
や
家

庭
レ
ベ
ル
で
取
り
組
め
る
エ
コ

活
動
に
つ
い
て
、
全
30
項
目
を

ま
と
め
た
チ
ラ
シ
「
ひ
と
り
ひ

と
り
が
で
き
る　

く
り
は
ら
エ

コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
作
成
し
、

毎
戸
配
付
な
ど
で
周
知
を
行
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
民
の

認
知
度
は
決
し
て
高
い
も
の
で

は
な
く
、
市
民
一
人
一
人
が
具

体
的
に
何
を
す
べ
き
な
の
か
浸

透
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

市
民
一
人
一
人
が
興
味
・
関
心

を
持
ち
、
自
分
事
と
し
て
取
り

組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
積
極
的

に
広
報
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
周

知
を
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の

で
す
。
ま
た
、
同
宣
言
の
中
に

も
あ
る
「
豊
か
で
美
し
い
く
り

は
ら
」
を
未
来
の
世
代
に
継
承

し
て
い
け
る
よ
う
、
市
民
・
事

業
者
・
行
政
が
協
調
し
て
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
達
成
に
向

け
て
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

　

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

５
月
に
改
正
さ
れ
た
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
で
は
、
自

治
体
が
実
施
す
べ
き
食
料
安
全

保
障
の
強
化
に
向
け
た
施
策
に

つ
い
て
具
体
策
は
決
定
し
て
い

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後

も
法
改
正
の
内
容
と
具
体
的
な

施
策
動
向
を
注
視
し
、
市
の
農

業
や
農
家
を
守
り
発
展
さ
せ
る

施
策
の
策
定
を
求
め
ま
す
。

計
画
的
作
付
け

誘

導

が

必

要

　

栗
原
市
農
業
再
生
協
議
会
の

令
和
６
年
１
月
臨
時
総
会
な
ら

び
に
令
和
６
年
６
月
総
会
の
資

料
内
容
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し

た
。

調
査
の
結
果

　

６
月
末
現
在
の
生
産
目
安
に

対
す
る
計
画
は
面
積
換
算
で
７

３
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
作
付
超
過

で
し
た
。
計
画
で
は
大
豆
な
ど

の
作
付
を
促
進
す
る
と
し
て
い

る
が
、
交
付
金
の
単
価
が
減
額

傾
向
に
あ
る
た
め
十
分
な
支
援

が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
農
業
再
生
協
議
会
の
計

画
を
早
期
に
農
家
に
説
明
し
て
、

協
力
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

建

設

中

の

東
大
橋
を
調
査

　

栗
原
東
大
橋
の
建
設
工
事
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

令
和
６
年
度
末
の
進
捗
見
込

み
は
、
全
体
事
業
費
で
約
60
％

を
見
込
ん
で
お
り
、
令
和
９
年

10
月
の
開
通
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
構
造
物
を
設
置
す

る
た
め
に
不
可
欠
な
地
盤
改
良

工
事
を
進
め
て
い
る
が
、
住
宅

な
ど
に
影
響
が
な
い
よ
う
適
切

か
つ
安
全
な
工
事
を
求
め
ま
す
。

調
査
の
結
果

調
査
の
結
果

調
査
の
結
果

調
査
の
結
果

調
査
の
結
果

総  務

市
民
に

　

よ
り
一
層
の
安
心
を

積
極
的
に
広
報
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
周
知
を

産業建設

文教民生

７月８日

７月８日

農
業
施
策
の
課
題
を
調
査

８月２日東大橋の進み具合を調査

消火器での初期消火を体験

市のゼロカーボンを聞き取り


